
200 キリストの死に伴う諸現象 

マタイによる福音書 27：51～56、マルコ 15：38～41、ルカ 23：47～49 
 
51 そのとき、❶神殿の（至聖所と聖所の間にある）垂れ幕が（神ご自身の御手により）上から下まで真

っ二つに裂け
● ●

（→神と人の隔てが取り除かれたことを象徴）、 
❷地震が起こり（→サタンの反逆が揺り動かされたことを象

徴）、 
❸岩が裂け

● ●

（→サタンの地的王国の要塞が破壊されたことを

象徴）、 
52❹墓が開いて、 
❺眠りについていた多くの聖なる者たちの（眠るについてい

る）体が生き返った（→蘇生）。 
→N I V：The bodies of many holy people who had died were raised to life. 

→NKJV：and many bodies of the saints who had fallen asleep were raised 

→イエスがした蘇生 ①ナインのやもめの息子を生き返らせる（ルカ 7：13～15） 
          ②ヤイロの娘を生き返らせる（ルカ 8：52～56） 
          ③ラザロを生き返らせる（ヨハネ 11：43～44） 
 
【参考】 イエスの十字架から聖霊降臨まで 

 

53 そして、イエスの復活の後
●

、❻墓から出て来て、❼聖なる都に入り、❽多くの人々に現れた。 
→（リビング・バイブル）彼らはイエスが復活されたあと、墓を出てエルサレムに入り、多くの人の前に

姿を現した（→マタイ 28：9～10、ルカ 24：13～49）のです。 
 
54 百人隊長や一緒にイエスの見張りをしていた人たちは、地震やいろいろの出来事を見て、（自分たちに

神罰が下るのではないかと）非常に恐
●

れ、 
「本当に、この人は神の子（→ルカ 23：47 正しい人）だった」と言った。 
→この百人隊長は、ロンギナス／ロンギヌス（Longinus）であると外典の 1 つでキリストの裁判の模様が

詳述された新約外典のニコデモの福音書（ニコデムスの福音／ピラト行伝）に記されている（未確認、調

査不可）。 
→百人隊長は、命令によって、戦いで死ぬ覚悟が出来ている 100 人の兵士を指揮、訓練した

ローマ兵の隊長で、百人隊長は 25 年間軍隊に仕えることになっていた。 
この百人隊長は、「本当に、この人は神の子だった」（NIV：Surely he was the Son of God! /NKJV：
Truly this was the Son of God!）とイエスを神の子として認めた。これは、人類の罪の犠牲と

してイエスが死んだというその福音が、ユダヤ人にも異邦人（ローマ人）にも、すべての人

のためであることを示唆している。 

出典(図)：NEW HOPE INTERNATIONAL MINISTRIES 

＝死者をよみがえらせる、目覚めさせる 



55 またそこでは、大勢の婦人たちが遠くから見守っていた。この婦人たちは、ガリラヤからイエスに従

って来て世話をしていた人々である。 
 
56 その中には、❷マグダラのマリア、❶（イエスの兄弟である）ヤコブとヨセフの母マリア、❹ゼベダ

イの子らの母（サロメ）がいた。 
→ヨハネによる福音書 19：25 
イエスの十字架のそばには、（四人の女性たち、つまり）❶その母と❹母の姉妹（サロメ）、❺クロパの妻

マリアと❷マグダラのマリアとが立っていた。 
→イエスの兄弟姉妹：ヤコブ、ヨセフ（＝ヨセ）、シモン、ユダ、姉妹たち 
ヤコブ＝小ヤコブ＝義人ヤコブ：十二使徒の一人で、アルファイ[ギリシア語]（クロパ[アラム語、マル

コによる福音書 3：18]＝クレオパ Cleopas [ルカによる福音書 24：18]）の子。 
ヤコブはイエスの死から復活までを目撃し（コリント信徒への手紙一 15：7）、エルサレムのユダヤ人キ

リスト教会の指導者となった（使徒言行録 15：13、21：18、ガラテヤの信徒への手紙 1：19）。教会の伝

承によると、AD70 年以前に処刑された。当時、息子の名前は父親の名前ヨセフを付けて呼ばれるのが習

慣だが、ここではヨセフの名前が無い。恐らく既にヨセフが死んでいたか、または父親がいなかったと思

われる。 
 

【参考】 ヘブライ人への手紙 4：14～16 

さて、わたしたちには、もろもろの天を通過された偉大な大祭司、神の子イエスが与えられているのです

から、わたしたちの公に言い表している信仰をしっかり保とうではありませんか。 

この大祭司は、わたしたちの弱さに同情できない方ではなく、罪を犯されなかったが、あらゆる点におい

て、わたしたちと同様に試練に遭われたのです。 

だから、憐れみを受け、恵みにあずかって、時宜にかなった助けをいただくために、大胆に恵みの座に近

づこうではありませんか。 

 

【参考】 ヘブライ人への手紙 10：19～22 

それで、兄弟たち、わたしたちは、イエスの血によって聖所に入れると確信しています。 

イエスは、垂れ幕、つまり、御自分の肉を通って、新しい生きた道をわたしたちのために開いてくださっ

たのです。更に、わたしたちには神の家を支配する偉大な祭司がおられるのですから、心は清められて、

良心のとがめはなくなり、体は清い水で洗われています。信頼しきって、真心から神に近づこうではあり

ませんか。 

 

【参考】 外典 

１．旧約外典一覧：第三エズラ書、第四エズラ書、トビト記、ユディト記、エステル記補遺、ソロモンの

知恵、シラ書（集会の書、ベン・シラの知恵）、バルク書、エレミヤの手紙、ダニエル書補遺、スザンナ、

ベルと竜、アザルヤの祈りと三人の若者の賛歌、マナセの祈り、マカバイ記 1、マカバイ記 2、マカバイ

記 3、マカバイ記 4、詩篇 151、ヨブ記補遺、エノク書 
２．新約外典一覧：パウロ行伝、ペトロ行伝、パウロ・テクラ行伝、ペトロの黙示録、パウロの黙示録、

ディダケー（十二使徒の教え）、バルナバの手紙（バルナバ書）、クレメントのコリントの信徒への手紙、

イエス・キリストとエデッサ王アブガルスの手紙、使徒パウロのラオディキアの信徒とセネカへの手紙、

イグナティオスとポリカルポスの手紙、エジプト人による福音、ユダヤ人による福音、ユダによる福音

書、ニコデモによる福音書（ピラト行伝）、ペトロによる福音書（ペテロ福音書）、救い主による福音、ヤ

コブによる原福音 （ヤコブ原福音）、トマスによるイエスの幼時物語、トマスによる福音書、マタイによ

るイエスの幼時福音、マルコによるイエスの幼時福音、アラビア語によるイエスの幼時福音、マリアによ

る福音書（マグダラのマリア福音書）、フィリポによる福音書、ヘルマスの牧者、イエス・キリストの叡

智、シビュラの託宣 （参考：ウィキペディア「外典」） 


